
【取組内容】 公開研修会（クラウドを活用した資料提供）：デジタル化で効率的な情報共有へ

嘉手納町立嘉手納中学校（沖縄県）【指定校】

様式Ⅰ- 8

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

テーマ⑤：指定校の努力目標として掲げた実施内容（取り組み内容の公開）

公開授業・研修（クラウドを活用した資料の提供）

今年度は、研修のデジタル化を推進し、３回の公開授
業を実施した。
紙ベースの資料配付を廃止し、指導案や研修メモなど
の資料をクラウドで共有。参加者はデジタルチェックイ
ンシートを活用し、リンクから必要な資料に直接アクセ
スできる仕組みを整えた。また、LDXポータルサイトに
情報を集約し、研修の事後アンケートもデジタル化して
効率的なフィードバック収集を目指した。
授業後は、町立３校による授業研究会を体育館で実
施し、町外の参加者にもその様子を公開した。

Before After

従来の公開授業では、
指導案などの資料は
すべて印刷・製本して
いたため、直前の修正
が難しかった。さらに、
紙代のコストもかかり、
指導案は印刷されても
細かい教材の提供は
なかった。

指導案をはじめとする紙の資料
配布を廃止した。参加者には資
料をクラウド共有し、授業者は直
前まで指導案の修正が可能に
なり、参観者も最新の資料を閲
覧できるようになった。さらに、教
材のアレンジが可能となるよう、
多様な資料を公開できた。

↑資料はクラウドで共有 参加者が教材を閲覧↓ 受付の様子↑

↑↓ 公開授業の様子 ↓公開授業後の授業研究会の様子
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